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新
た
に
理
事
に
選
任
さ
れ
た
髙
橋
利
之
氏

議
長
を
務
め
た
多
辺
田
豊
氏

へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
公
共
工

事
設
計
労
務
単
価
の
案
件
に
関
し

て
の
み
で
は
あ
る
が
ス
ラ
イ
ド
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今

後
、
そ
の
他
の
案
件
に
関
し
て
も

波
及
す
る
よ
う
要
望
活
動
を
継
続

し
て
行
う
。
障
が
い
者
雇
用
の
モ

デ
ル
入
札
に
関
し
て
は
、
財
務
局

だ
け
で
な
く
、
産
業
労
働
局
等
の

関
係
各
局
と
の
連
携
が
必
要
で
あ

る
と
回
答
が
あ
り
、
障
が
い
者
雇

用
率
に
対
す
る
加
点
に
つ
い
て
は

今
後
も
検
討
を
進
め
る
と
の
回
答

が
あ
っ
た
。

第
２　

関
係
諸
法
令
等
の
改
正
に

関
す
る
運
動

【
令
和
元
年
事
業
計
画
】

　

入
札
制
度
、
税
制
改
正
、
労

働
諸
問
題
及
び
障
が
い
者
雇
用

等
の
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
、

国
会
議
員
、
各
政
党
都
連
へ
の

働
き
か
け
を
行
う
と
と
も
に
、

全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
政
治

連
盟
と
連
携
し
要
求
実
現
の
た

め
に
活
動
す
る
。

  

１　

令
和
元
年
度 

国
の
予
算
・

制
度
等
に
関
す
る
要
望
の
実
施

　

各
要
望
項
目
の
実
現
を
目
指

し
、
次
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
た
。

（1）
自
由
民
主
党
東
京
都
支
部
連
合

会
に
対
す
る
要
望

　

令
和
元
年
10
月
２
日
、
自
由
民

主
党
東
京
都
支
部
連
合
会
に
所
属

し
て
い
る
東
京
都
選
出
の
国
会

議
員
等
と
の
要
望
聴
取
会
に
参
加

し
、
各
要
望
項
目
を
強
く
要
望
し

た
。

（2）
そ
の
他
に
対
す
る
要
望

　

令
和
元
年
10
月
２
日
、
公
明
党

東
京
都
本
部
代
表
の
高
木
陽
介
衆

議
院
議
員
に
要
望
書
を
郵
送
に
て

提
出
し
、
要
望
を
行
っ
た
。

  

２　

要
望
項
目

　

自
由
民
主
党
東
京
都
連
ほ
か
に

要
望
し
た
項
目
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

（1）
公
共
建
築
物
等
の
維
持
管
理
に

関
す
る
要
望
事
項

ア　

前
回
の
品
確
法
改
正
時
に
発

せ
ら
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
適
正

な
運
営
に
つ
い
て
の
通
知
と
同
様

の
通
知
を
、
今
回
も
都
道
府
県
、

区
市
町
村
に
対
し
て
発
出
を
。

イ　

厚
生
労
働
省
も
、
国
土
交
通

省
、
総
務
省
及
び
財
務
省
と
同
じ

く
、
役
務
の
調
達
に
関
す
る
調
査

と
結
果
の
公
表
を
。

ウ　

全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協

会
が
認
定
す
る
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー

制
度
、
エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
認
定

制
度
に
基
づ
く
資
格
者
の
配
置
や

事
業
者
認
定
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
る
よ
う
、
各
省
庁
の
連
携
し
た

取
組
み
の
強
化
を
。

（2）
そ
の
他
の
制
度
改
正

 

２　

そ
の
他
の
応
援
活
動

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
の
理

解
者
で
あ
る
議
員
・
候
補
者
の
応

援
の
た
め
、
こ
れ
ら
議
員
等
が
主

催
す
る
パ
ー
テ
ィ
ー
等
に
政
治
連

盟
と
し
て
参
加
し
た
。

第
４　

広
報
活
動

【
令
和
元
年
事
業
計
画
】

　

機
関
紙
「
東
京
ビ
ル
政
連
」

を
年
４
回
発
行
し
、
東
京
政
連

の
活
動
状
況
の
周
知
を
図
る
。

ま
た
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
、

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
す
る

行
政
情
報
な
ど
を
迅
速
か
つ
的

確
に
会
員
に
情
報
提
供
す
る
。

 

１　

機
関
紙
「
東
京
ビ
ル
政
連
」

の
発
行

　

機
関
紙
を
発
行
す
る
に
あ
た

①
短
時
間
労
働
者
の
社
会
保
険
適

用
の
拡
大
に
つ
い
て

②
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
へ
の
対

応
に
つ
い
て

③
障
が
い
者
雇
用
へ
の
支
援
策
に

つ
い
て

 

３　

要
望
の
進
捗
状
況

　

自
民
党
都
連
の
要
望
聴
取
会
で

は
、
出
席
国
会
議
員
各
位
か
ら
要

望
項
目
へ
の
理
解
が
示
さ
れ
た
。

品
確
法
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
発

注
者
の
責
務
と
し
て
の
維
持
管
理

が
加
わ
り
、
既
存
の
建
物
も
対
象

と
な
っ
た
。
今
後
も
業
界
の
た

め
に
働
き
か
け
を
行
う
、
と
い
う

回
答
を
い
た
だ
い
た
。
全
国
ビ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
政
治
連
盟
と
と
も

に
、
今
後
も
国
に
対
し
て
要
望
活

動
を
行
っ
て
い
く
。

第
３　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界

の
理
解
者
で
あ
る
議
員
・
候
補
者

の
応
援

【
令
和
元
年
事
業
計
画
】

　

国
会
の
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

議
員
連
盟
及
び
東
京
都
議
会
自

由
民
主
党
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

業
振
興
政
策
研
究
会
に
所
属
す

る
議
員
を
は
じ
め
、
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
業
界
の
理
解
者
で
あ

る
議
員
・
議
員
候
補
者
の
支
援

活
動
を
行
う
。

 

１　

参
議
院
議
員
選
挙
の
応
援

　

令
和
元
年
７
月
21
日
に
行
わ
れ

た
参
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
、

自
民
党
は
橋
本
聖
子
候
補
、
丸
川

珠
代
候
補
、
武
見
敬
三
候
補
、
公

明
党
は
山
口
な
つ
お
候
補
、
平
木

大
作
候
補
を
推
薦
し
て
応
援
、
全

員
が
当
選
を
果
た
し
た
。

り
、
政
治
連
盟
の
活
動
状
況
を
的

確
に
伝
え
、
会
員
の
利
益
に
資
す

る
内
容
を
取
り
上
げ
、
親
し
み
や

す
い
紙
面
作
り
を
行
っ
た
。

２　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

理
事
会
、
要
望
活
動
の
様
子
及

び
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
す
る

行
政
の
新
情
報
な
ど
が
入
り
次

第
、
随
時
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新

し
情
報
発
信
を
行
っ
た
。

第
５　

本
連
盟
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
必
要
な
会
議
の
開
催

　

理
事
会
・
評
議
員
会
等
、
本
連

盟
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必

要
な
会
議
を
実
施
し
た
。
ま
た
、

全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
政
治
連

盟
の
会
議
等
に
東
京
地
区
選
出
評

議
員
と
し
て
参
加
し
た
。

　

東
京
ビ
ル
政
連
は
２
月
４
日
、

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
に
お
い

て
第
１
１
３
回
理
事
会
を
開
催

し
、「
令
和
元
年
事
業
報
告
」「
同

決
算
報
告
」
と
、「
評
議
員
会
次
第
」

「
東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
政
治

連
盟
規
約
の
改
正
案
」
に
つ
い
て

審
議
し
た
。

　

梶
山
龍
誠
理
事
長
は
冒
頭
、
１

月
16
日
に
前
田
斉
理
事
（
株
式
会

社
ダ
イ
ケ
ン
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
）
が

ご
逝
去
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
、
出

席
者
全
員
が
起
立
し
て
黙
祷
を
捧

げ
た
。

　

審
議
事
項
で
あ
る
令
和
元
年
事

業
報
告
の
提
案
説
明
は
横
田
英
雄

幹
事
長
が
担
当
。「
東
京
都
所
有

の
建
築
物
の
維
持
管
理
に
関
す
る

要
望
活
動
」
で
は
、
東
京
都
議
会

選
挙
後
の
都
議
会
各
会
派
へ
の
要

望
活
動
を
、
７
月
に
公
明
党
、
８

月
に
自
民
党
と
立
憲
民
主
党
・
民

主
ク
ラ
ブ
に
対
し
て
実
施
し
た
こ

と
を
報
告
。
こ
の
ほ
か
、
10
月
に

都
議
会
自
民
党
Ｂ
Ｍ
政
策
研
究
会

と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
こ

と
を
説
明
し
た
。
要
望
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
は
、「
労
務
単
価
の

ス
ラ
イ
ド
は
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
の
み
が
適
用
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
他
の
案
件
に
は
波
及
し
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
も
継
続

し
て
要
望
い
た
し
ま
す
」
と
表
明
。

「
関
係
法
令
等
の
改
正
に
関
す
る

運
動
」
で
は
、
自
民
党
東
京
都
連

に
、
国
の
予
算
及
び
入
札
、
制
度

改
正
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出
す

る
と
と
も
に
、
東
京
都
選
出
の
国

会
議
員
を
通
じ
て
要
望
実
現
の
た

め
の
運
動
を
行
っ
た
こ
と
を
報

告
。
要
望
の
進
捗
状
況
に
つ
い
は
、

「
品
確
法
の
改
正
で
発
注
者
の
責

務
と
し
て
の
維
持
管
理
が
加
わ

り
、
既
存
の
建
物
も
対
象
と
な
る

な
ど
、
少
し
ず
つ
で
す
が
要
望
が

着
実
に
前
進
し
て
お
り
ま
す
」
と

説
明
し
た
。「
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
業
界
の
理
解
者
で
あ
る
議
員
・

候
補
者
の
応
援
」
で
は
、
参
議
院

議
員
選
挙
で
支
援
し
た
５
名
の
候

補
者
が
全
員
当
選
し
た
こ
と
や
、

そ
の
他
の
応
援
活
動
に
つ
い
て
報

告
し
た
。

　
「
広
報
活
動
」
と
し
て
は
、
機

関
紙
を
４
回
発
行
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
理
事
会
や
要
望
活
動

の
状
況
、
業
界
に
有
益
な
情
報
な

ど
を
い
ち
早
く
掲
載
す
る
よ
う
努

め
た
こ
と
を
報
告
。「
機
関
紙
の

名
刺
広
告
の
掲
載
で
は
役
員
、
会

員
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
、
あ
ら
た
め
て
謝
辞
を

述
べ
た
。

　

令
和
元
年
決
算
報
告
は
、
坂
野

正
和
会
計
責
任
者
が
提
案
説
明
を

行
い
、「
機
関
紙
発
行
そ
の
他
の

事
業
収
入
１
４
１
８
万
円
、
そ
の

他
の
収
入
１
２
万
円
で
、
令
和

元
年
の
収
入
額
は
１
４
３
０
万

円
。
前
年
か
ら
の
繰
越
額
が

１
２
８
６
万
円
。
収
入
の
総
額
は

２
７
１
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

支
出
は
、
経
常
経
費
２
５
６
万
円
、

政
治
活
動
費
１
０
０
１
万
円
、
そ

の
他
の
支
出
４
７
万
円
で
、
総

額
は
１
３
０
５
万
円
。
次
期
に

１
４
１
１
万
円
を
繰
り
越
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
」
と
説
明
。

　

続
い
て
大
村
清
保
監
事
が
、「
決

算
報
告
書
は
、
会
計
帳
簿
の
記
載

金
額
と
一
致
し
、
当
政
治
連
盟
の

財
政
状
況
を
正
し
く
示
し
て
い
る

と
認
め
ま
す
」
と
、
財
政
状
況
は

健
全
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

　

評
議
員
会
次
第
は
横
田
幹
事
長

が
、
東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
政

治
連
盟
規
約
の
改
正
案
に
つ
い
て

は
鷲
見
博
史
事
務
局
長
が
提
案

説
明
を
担
当
。
審
議
の
結
果
、
各

議
案
と
も
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ

た
。
こ
の
ほ
か
、
報
告
事
項
と
し

て
、
梶
山
理
事
長
（
全
政
連
副
理

事
長
）
が
「
全
国
ビ
ル
政
連
第
65

回
評
議
員
会
実
施
報
告
」、
鷲
見

事
務
局
長
が
「
新
年
賀
詞
交
歓

会
実
施
報
告
」「
１
月
の
動
き
と

今
後
の
予
定
」「
会
員
等
の
推
移
」

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

項　目 金　額

翌年への繰越額 14,118,829

備　考
Ⅰ収入の総額

　1前年からの繰越額
　2本年の収入額
　　⑴機関紙購読料等の
　　　事業収入
　　⑵その他の収入

Ⅱ支出の総額

　1経常経費の合計
　　⑴人件費

　　⑵備品・消耗品費

　　⑶事務所費等

　2政治活動費の合計
　　⑴組織活動費

　　⑵選挙関係費
　　⑶広報活動費

　3その他の支出

27,169,135

12,862,303
14,306,832
14,186,724

120,108

13,050,306

2,564,940
1,796,760

312,480

455,700

10,012,766
7,205,150

605,736
2,201,880

472,600

機関紙購読料各号 7,500 円、機関紙広告掲載料

新年賀詞交歓会お祝金・全国ビルメンテナンス
政治連盟助成金、受取利息

協会への事務委託費用
（月額 149,040 円×9か月＋151,800 円×3か月）
事務用品・パソコン使用料等協会への分担費用
（月額 25,920 円×9か月＋26,400 円×3か月）
賃借料・電話使用料等協会への分担費用
（月額 37,800 円×9か月＋38,500 円×3か月）

全政連分担金、会議開催費、新年賀詞交歓会開
催費、パーティー券購入等
参議院議員選挙選挙推薦料など
機関紙制作費・ホームページ制作費

平成 30 年会計賦課消費税

単位　円

令和元年収支決算報告（平成 31年 1月 1日から令和元年 12月 31 日まで）

事
業
報
告
・
決
算
報
告
等
を
審
議

第113回
理事会


